献辞 by 川村 晃正
:!;lllllllllllllllllllllllll 
献 辞
f 100年，商学部創設40年を迎えました。今年は新たな思いで，商学教育200年商学部は，昨年商学教手
に向けて第一歩を踏み出す記念すべき年でもあります。この節目となる年に，松原成美教授，飯田謙一教
;授，書崎雅夫教授の三人
は，松原先生在職39年，
分の研究に心血を注がれ
の先生が古希を迎えられ，本学を定年退職されることとなりました。三人の先生
飯田先生25年，霧崎先生 14年と，長い年月にわたって商学部の教育にまたご自
て，同僚や学生に多大の影響を与えてこられました。このご功績を讃え，尽きせぬ
t修商学論集Jの本号を「退職記念号」として三教授に献呈させていただきます。;惜別の思いを込めて， r高
松原成美先生は岐阜県l
学研究科に進学， 64年に
学などで教鞭をとられた
に昇格されて今日を迎え
こお生まれになりました。 1959年に明治大学商学部を卒業され，同大学大学院商
;同研究科博士課程を修了されました。大学院修了後，水戸短期大学，千葉商科大
のち，商学部創設問もない 1968年に専修大学に講師として入職され， 75年に教授
られましたO 松原先生は学部では簿記論，財務会計論，国際会計論を担当され，大
i学院でも財務会計特論，
i税理士育成に尽力された
i義「会計・税務特論」が
す。"9 
同特殊研究を担当されました。学部教育で特筆されるのは，先生が長年にわたって
ことです。そのこともあって昨年度から日本税理士連合会の寄付講座として特殊講
開設されました。この講座に触発されて，税理士を志すものが増えたとのことで
在職39年の聞に松原先生は学内外の幾多の要職を歴任されました。学内では就職指導委員，学生部次
とめられたのち， 1999年9月に商学部長に就任されました。時あたかも，商学部
.商業学科3コース制の導入，カリキュラムの全面的な見直し等々「平成 12年度
くしていた時でもあり 先生は学部長就任と同時にその実現に向けて重責を担われ
j長，資格審査委員等をつ
は専門科目セメスター制
改革」に向けて全力を尽
ることになったのですo 今にして思えば，改革を一気に推し進めようとする動きに対してどちらかというと
た先生であったからこそ，逆に「平成 12年度改革」は着実な形で実現できたのでE 慎重な姿勢で臨まれてい
はなかろうかと思われま
に就かれて大学院教育の
である会計学研究所長に
ら現在に至るまで日本簿
E 理事に就かれています。
す。学部長を 2年間つとめられたのち， 2003年から 05年まで大学院商学研究科長
司上に尽くされました。このほか 1997年-99年の 2年間，商学部付置の研究機関
も就任され，学内の要職を一通り経験されたことになります。学外でも 1985年か
記学会の理事，監事をおつとめになり， 2003年から現在まで日本会計研究学会の
また 06年から経営関連学会協議会理事をつとめておられます。
松原成美先生の専門は三
も及びます。そうした中
ミ計学ですが，その研究領域は幅広く，財務会計論をベースに財務管理，監査論に
で，先生が若いときから一貫して研究されてきたのが国際会計論であります。近年
市場の国際化などが急速に進むなかで，企業の業績評価を国際的にはかる基準作りi企業活動の国際化，資本
iが進められていますc 先
計のグローパル化を見越
飯田謙一先生は東京のi
j究科に進学されて 72年i
生が1970年に『専修商学論集』に発表された「国際会計論の一考察」は今日の会
した先駆的な研究であったといえます。
ご出身で， 1967年に上智大学経済学部をご卒業，そのまま同大学大学院経済学研
:同研究科博士課程を修了されました。大学院修了後，千葉敬愛経済大学に奉職さ
iれたのち， 1982年に助教授として専修大学に入職され， 84年に教授に昇格されて今日をお迎えになりまし
t.:o 飯田先生は学部では経営学，国際経営，比較経営・アジアを担当され，大学院では経営管理特論，経営
学特殊研究を担当されました。とくに先生の学部教育に対する思いは熱く，講義中のほとばしる情熱に多く
の学生が感銘を受けたようです。飯田先生は 25年にわたる本学での教育と研究の聞に，学内運営において
も83年に二部学生部委員に， 84年には二部学生部次長に就任されました。また， 89年から 93年まで国際
交流関係の委員をおつとめになり，さらに 1999 年 ~2002 年には就職指導委員， 01 年 ~02 年には 21 世紀構
想会議委員と重要な役割を果たされました。
飯田謙一先生は，国際経営に関する研究を長きにわたって続けてこられましたO 近年では国際経営の焦眉
の課題となっている日本企業現地法人の経営管理上の問題点と将来の方向性，とくに「日本的経営Jと現地
化の問題などについて現地法人を訪問し，その経営者や従業員への「仕事と会社に対する意識調査jなどを
精力的に行うことによって実証的に考察されています。こうした研究や政策的な提言は，学会や実業界に大
きく貢献しています。
書崎雅夫先生も東京都のご出身で， 1960年に早稲田大学第一政治経済学部を卒業されたのち，同大学大
学院経済学研究科修士課程に進学されました。 62年に同課程を修了後，東京銀行に入職されました。東京
銀行では主に調査畑を歩まれ，調査部部長をおつとめになりましたO この間に外国為替のセクションで実務
を担当され，また 73~77 年には米国駐在を経験されています。このように豊富な調査と実務の実績をお持
ちになって 93年に専修大学に講師として入職され， 95年に教授に昇格されました。毒崎先生は学部では国
際金融，外国為替を担当されてきました。とくに国際金融の制度や理論を踏まえて，日々変動する外国為替
の取引・仕組みについて行われた講義は商学部ならではのものであり 受講生もさぞかしその醍醐味を味わ
ったことでしょう O また，教育・研究のかたわら，先生は 94年から 97年まで二部教務委員，また 2000年
から 02年まで全学入試委員の要職にお就きになりました。
蕎崎雅夫先生のご研究は，外国為替専門銀行である東京銀行で磨かれたグローバルな視座で， 1980年代
以降の為替相場の激動をそれぞれの時点の国際情勢に立脚して分析されているところに特徴があります。そ
してその鋭い分析をもとに経済雑誌や新聞の経済欄にご自分の見解をたびたび発表されてきました。従来，
国際収支統計から為替需給を正確に読み取ることは困難であるとされていましたが，国際収支統計を為替取
引きの実情と丹念に照らしあわせて分析した結果，実際には国際収支統計によって為替需給を正しく把握す
ることが可能であることを示すなど理論面でも学会や実業界に大きく寄与されました。
以上のように，松原成美先生，飯田謙一先生，書崎雅夫先生は専修大学商学部の教育，研究の興隆と充実
に力を尽されてきました。商学部40年の歴史のなかで三人の先生はまさにその発展拡張期に身をもって学
部を支えてこられた方々でもあります。しかし，いまや大学は冬の時代となり，学部の真価が改めて問われ
る時代となりましたO 商学部は一丸となってこの激動の時代を乗り切り，さらなる発展を目ざそうとしてお
ります。そうした私たちに対して どうか今までと変わらぬご叱正とご教示を賜りますよう心よりお願い申
し上げます。
2007年1月吉日
商学部長川村晃正
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